
地区 避難集合場所 避難集落 地区 避難集合場所 避難集落

野
尻
・
古
海
・
熊
坂
地
区

野尻湖体育館 野尻 1･2･3･7

古
間
地
区

甲上町農業生活改善センター 甲上町

野尻湖支館 野尻 4･5･6･ 土橋 ･
赤川 上町公会堂 上町

本道集会所 本道 仲町農業生活改善センター 仲町
六月生活改善センター 六月・深雪 南仲町農業生活改善センター 南仲町
山桑生活改善センター 山桑 旭町公会堂 旭町
黒姫陸上競技場駐車場 山桑・保養地 多町組農業生活改善センター 多町
高沢農園 高沢 小古間集会所 小古間
古海体育館 古海 1 ～ 8 吹野農業生活改善センター 吹野
菅川集会所 菅川 戸草公会堂 戸草
熊坂生活改善センター 熊坂・柄山 東町集会所 東町

柏
原
地
区

一番組公会堂 町１ 舟岳集落センター 舟岳上・下
柏原町区コミュニティセンター 町 2･3 南町集会所 南町
総合会館 町 4･5･10･11･17 諏訪の原農業生活改善センター 諏訪の原
信濃町役場駐車場 町 6-1･6-2･6-3 針ノ木集会所 針ノ木
七番組公会堂 町７ 水穴農業生活改善センター 水穴
八番組公会堂 町 8-1、8-2 柴津西組公会堂 柴津西
柏原体育館 町 12･13･14 柴津東農業生活改善センター 柴津東
九番組公会堂 町９－１、町９－２ 上荒瀬原第一集落センター 上荒瀬原
花咲町公会堂 町 15 下荒瀬原集落センター 下荒瀬原
16 －１組公会堂 町 16 －１

富
士
里
地
区

石橋公会堂 石橋地区
16 －２組公会堂 町 16 －２ 高山農業生活改善センター 高山地区
黒姫駅西口駐車場 町 17 稲付農業生活改善センター 稲付地区
十八組公会堂 町 18 板橋公会堂 板橋地区
大久保集会センター 町 19 北信農業生活改善センター 北信地区
大平生活改善センター 大平 富が原農業生活改善センター 富が原地区
赤渋生活改善センター 赤渋 御料農業生活改善センター 御料地区
熊倉生活改善センター 熊倉 原構造改善センター 原地区
長水生活改善センター 長水 落合農業団地センター 落合地区
瑞穂生活改善センター 瑞穂 宮の腰農業生活改善センター 宮の腰地区
仁之倉構造改善センター 仁之倉１～５ 辻屋農業生活改善センター 辻屋地区
黒姫公会堂 黒姫 中島組公会堂 中島地区
黒姫団地集会所 黒姫団地 落影農業生活改善センター 落影地区

地区 施設名 所在地 収容人数 地区 施設名 所在地 収容人数

野
尻
地
区

古海体育館 古海 3053 200
古
間
地
区

信濃小中学校 古間 491 350
野尻湖支館 野尻 303 400 古間体育館 富濃 1945 －２ 200
野尻湖体育館 野尻 280 － 1 180 総合体育館 古間 765 －１ 900
野尻保育園 野尻 275  50 古間保育園 富濃 2058 100

柏
原
地
区

柏原体育館 柏原 2437 300 富
士
里
地
区

いこいの家 平岡 223 －１ 100
総合会館 柏原 2645 －１ 450 富士里体育館 穂波 362 －２ 200
柏原保育園 柏原 2571 － 1 100 富士里保育園 穂波 446  50

■第一次避難集合場所（自分や家族の安全を確認して、第一次避難集合場所へ避難してください。）

■避難場所（最寄りの避難所へ避難してください。災害の規模・状況によっては、災害対策本部より指示いたします。）

第一次避難集合場所を各集落単位としました。各集落内の住家の所在状況等で不便が生じる場合には、今後の防
災計画の修正に反映してまいりますので、ご意見をお寄せください。

問総務課 庶務係　☎（２５５）３１４３



自
助･

共
助･

公
助
の
連
携
が「
防
災
力
」「
減
災
力
」を
高
め
る

地
域
防
災
計
画
を
見
直
し

「
地
域
防
災
計
画
」と
は

　
地
震
や
風
水
害
等
に
対
し
て
総
合
的

な
防
災
と
災
害
予
防
対
策
、災
害
応
急
対

策
、災
害
復
旧
、復
興
対
策
な
ど
を
定
め

た
計
画
で
す
。
こ
の
計
画
は
、国
の
災
害

対
策
基
本
法
第
42
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

県
関
係
機
関
の
代
表
者
、町
内
の
公
共
団

体
の
代
表
者
な
ど
に
よ
り
構
成
さ
れ
た

「
信
濃
町
防
災
会
議
」で
検
討
の
う
え
、作

成
す
る
も
の
で
す
。
住
民
の
生
命
、身
体

及
び
財
産
の
保
護
を
目
的
に
、町
民
の
皆

さ
ん
や
町
、関
係
機
関
の
果
た
す
責
務
と

役
割
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。

防
災
力
向
上
へ
見
直
し
を
実
施

　
今
回
の
見
直
し
に
あ
た
り
、災
害
時
の

被
害
を
最
小
化
す
る「
減
災
」の
考
え
方

が
基
本
方
針
に
据
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、近
年
全
国
で
発
生
し
て
い
る
自
然
災

害
や
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、信
濃
町
の

防
災
力
向
上
に
向
け
、災
害
時
等
の
第
一

次
避
難
集
合
場
所
の
明
確
化
、避
難
所
の

見
直
し
や
、原
子
力
対
策
編
を
新
た
に
追

加
し
ま
し
た
。

新
規
に
記
載
し
た
項
目

①
電
気
施
設
災
害

　
電
気
は
、生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
こ
と
か
ら
、災

害
時
に
電
力
の
早
期
復
旧
を
図
る
た
め
、

平
時
か
ら
電
力
会
社
と
の
連
携
を
強
化
し

て
お
く
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

②
鉄
道
施
設
災
害

　
災
害
に
よ
る
鉄
道
の
不
通
、運
休
な

ど
に
よ
る
生
活
へ
の
支
障
を
除
去
す
る

た
め
、迅
速
な
情
報
提
供
が
必
要
に
な
る

こ
と
か
ら
、鉄
道
会
社
と
の
連
携
を
強
化

し
、情
報
収
集
系
統
を
確
立
す
る
こ
と
を

定
め
て
い
ま
す
。

③
観
光
地
の
災
害

　
観
光
地
で
あ
る
当
町
で
は
、地
理
に
不

案
内
な
観
光
客
や
外
国
人
旅
行
者
の
多
数

の
存
在
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、観
光

施
設
の
管
理
者
な
ど
と
連
携
し
、災
害
時

の
情
報
提
供
体
制
及
び
避
難
誘
導
体
制
の

整
備
に
努
め
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

④
飼
養
動
物
の
保
護

　
被
災
し
た
動
物
の
保
護
、救
護
及
び
避

難
所
で
の
飼
養
な
ど
の
保
護
措
置
に
つ
い

て
定
め
ま
し
た
。
ペ
ッ
ト
が
飼
い
主
と
と

も
に
避
難
所
に
避
難
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
た
め
、飼
い
主
に
対
し
、避
難
所
の

ル
ー
ル
に
従
い
、適
正
な
飼
養
を
行
う
よ

う
指
導
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

⑤
原
子
力
災
害
対
策

　
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
原
子
力
災
害

等
を
教
訓
に
、災
害
時
の
迅
速
な
対
応
と

日
頃
か
ら
の
備
え
を
充
実
さ
せ
る
た
め

に
、長
野
県
、原
子
力
事
業
者
及
び
住
民

と
協
力
し
、町
で
行
う
べ
き
対
策
を
定
め

ま
し
た
。

避
難
態
勢
の
整
備・充
実

①
第
一
次
避
難
集
合
場
所
を
設
定

　
大
規
模
火
災
や
大
地
震
な
ど
の
災
害
が

発
生
し
た
時
に
、一
時
的
に
身
を
守
る
た

め
の
避
難
や
避
難
所
へ
集
団
で
避
難
す
る

た
め
の
第
一
次
避
難
集
合
場
所
を
設
定
し

ま
し
た
。

②
避
難
所
等
の
見
直
し

　
大
規
模
火
災
や
大
地
震
な
ど
の
災
害
が

発
生
し
た
時
に
、住
民
を
収
容
す
る
避
難

所
を
、町
施
設
で
耐
震
基
準
の
満
た
さ
れ

て
い
る
施
設
に
変
更
す
る
と
と
も
に
、新

た
な
避
難
所
の
追
加
を
行
い
ま
し
た
。

地域で助け合う
支え合う

共助

自分や家族の命
を自分で守る

自助

町、消防、警察
の支援活動

公助

一人ひとりの行動が
防災・減災につながる

　町では、地域防災計画の見直しなどで、災害に強いま
ちづくりを進めています。しかし、災害が大きくなるほ
ど、行政の救援・支援の「公助」が届きにくくなります。
そのとき、「自助」、「共助」が重要となります。

【自助】まずは、自分や家族の命を守ること。自分が助
からなければ、人を助けることができません。災害に備
えて、普段から身の周りの安全対策を行いましょう。

【共助】災害が発生した時、交通の寸断や広域災害など
で、消防や警察などが十分に対応できない可能性あり
ます。そのとき頼りになるのが、「地域の協力体制」です。
実際に、阪神･淡路大震災や東日本大震災で大きな力
を発揮しました。災害に強い地域をつくりましょう。

社会全体で
「減災」に取り組む


